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１
０
０
年
間
ひ
と
が
増
え
続
け
る
ま
ち

村
か
ら
町
へ 

町
か
ら
市
へ

富と
み
や谷
市
長　

若わ

こ

う生
裕ひ

ろ
と
し俊

富と

み

や谷
市

（宮城県）

新
　
市
　
紹
　
介

富
谷
市
誕
生
ま
で
の
経
緯

　

富
谷
市
は
、
宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

総
面
積
49
・
18
㎢
で
仙
台
市
の
北
に
隣
接
す
る
、

古
く
か
ら
続
く
緑
豊
か
な
地
域
と
新
興
住
宅
地
に

よ
り
構
成
さ
れ
た
ま
ち
で
す
。
市
域
に
は
、
東
北

縦
貫
自
動
車
道
お
よ
び
国
道
４
号
が
南
北
方
向
に

縦
断
し
、
仙
台
都
市
圏
に
お
け
る
自
動
車
専
用
道

路
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
翼
を
担
う
仙
台
北
部

道
路
が
東
西
方
向
に
横
断
し
、
富
谷
Ｉ
Ｃ
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
北
地
方
最
大
の
都
市

仙
台
市
中
心
部
ま
で
約
18
㎞
と
い
う
距
離
に
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
歴
史
は
古
く
、
藩
政
時
代
（
１
６
２
０
年
）

に
藩
祖
伊
達
政
宗
公
の
命
に
よ
り
、
仙
台
藩
領
土

の
南
北
を
結
ぶ
奥
州
街
道
の
宿
場
町
「
富
谷
新
町
」

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
明
治
22
年
に
は
、
市
町
村

制
実
施
に
よ
り
「
富
谷
村
」
が
誕
生
し
、
以
来
、
一

度
も
合
併
を
す
る
こ
と
な
く
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
昭
和
38
年
に
「
富
谷
町
」
と
な
り
５
０
９
１
人

で
ス
タ
ー
ト
し
た
人
口
は
、
仙
台
市
に
隣
接
す
る

位
置
的
優
位
性
や
良
好
な
自
然
的
条
件
を
生
か

し
、
昭
和
40
年
代
後
半
頃
か
ら
の
大
規
模
住
宅
団

地
開
発
の
進
展
に
伴
い
、
順
調
に
増
加
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
53
年
の
年
月
を
重
ね
、
人

口
規
模
10
倍
の
「
５
万
人
都
市
」
に
成
長
し
、
市
制

施
行
後
も
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
オ
ー
ル
と
み
や
」で「
住
み
た
く
な
る 

ま
ち
日
本
一
」を
目
指
し
て

　

本
市
は
、
富
谷
村
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら

約
１
０
０
年
後
に
あ
た
る
２
０
６
０
年
ま
で
、
生

活
の
場
と
し
て
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
で
継
続
的
に
人
口
を
増
や
し
、
成
長
し
続

け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
全
国
的
な
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
大
き
な
波

は
、
本
市
に
も
例
外
な
く
押
し
寄
せ
る
と
想
定
さ

れ
、
地
域
活
力
の
低
下
が
危き

ぐ惧
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

「
富
谷
市
総
合
計
画
」で
は
、
今
後
と
も
地
域
活
力

を
維
持
向
上
し
て
い
く
た
め
に
、
誰
か
ら
も
「
住

み
た
い
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
ま
ち
を
目
指
し「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
日
本
一
」

と
い
う
将
来
像
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

本
市
の
特
徴
と
し
て
、「
富
谷
新
町
」
を
は
じ

め
と
す
る
古
き
良
き
富
谷
の
地
域
と
、
自
然
環
境

と
住
環
境
が
調
和
し
た
全
国
各
地
か
ら
人
が
集

ま
っ
て
き
た
新
し
い
地
域
が
融
合
し
た
ま
ち
と
い

え
ま
す
。

　

富
谷
市
は
、
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
市
の

特
徴
で
あ
る
多
様
な“
ひ
と
”と“
資
源
”を「
活
か

し
」「
守
り
」「
育は
ぐ
くみ
」な
が
ら
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
へ
と「
動
き
」出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
・
議

　
平
成
28
年
10
月
10
日
に
、
市
制
施
行
に
よ

り「
富
谷
市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
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会
・
事
業
所
・
行
政
の「
つ
な
が
り
」を
図
り
、
富

谷
市
が
市
民
の「
誇
り
」と
な
る
よ
う「
オ
ー
ル
と

み
や
」の
体
制
で「
新
生
富
谷
市
」を
創
造
し
て
い

き
ま
す
。

　

10
月
10
日
の
市
制
施
行
を
機
に
市
民
バ
ス
か
ら

路
線
バ
ス
へ
乗
り
継
ぎ
を
行
い
泉
中
央
駅
ま
で
運

行
す
る
「
市
民
バ
ス
乗
り
継
ぎ
実
証
運
行
事
業
」

や
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
は
、

外
出
を
支
援
す
る
「
外
出
支
援
乗
車
証
『
と
み
ぱ

す
』
交
付
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
富
谷
の
方
は
、

隣
接
す
る
仙
台
市
に
通
勤
・
通
学
す
る
方
が
多
く
、

仙
台
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
要
望
が
多
い
こ
と

か
ら
、
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
実
現

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
策
定
し
た
地
方
創
生
総
合
戦
略
で

は
ス
イ
ー
ツ
等
に
よ
る
「
と
み
や
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
市
制
施
行
後
の
11

月
12
日
と
13
日
の
２
日
間
、
地
方
創
生
交
付
金
を

活
用
し
、
世
界
の
ス
イ
ー
ツ
を
味
わ
い
、
さ
ら
に

地
元
富
谷
産
の
ス
イ
ー
ツ
を
広
く
世
の
中
に
広
め

る
べ
く「
と
み
や
国
際
ス
イ
ー
ツ
博
覧
会
」を
初
開

催
し
ま
す
。
現
在
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に
協
議

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

富
谷
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス
は
本
年
５
月

の
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
各
国
首
脳

に
供
応
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
は
さ
ら
な
る
知
名

度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に

つ
ぐ
ス
イ
ー
ツ
の
素
材
と
な
る
特
産
品
の
開
発
に

も
取
り
組
む
な
ど
、
富
谷
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
元
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る

「
と
み
や
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」は
、
町

内
全
８
小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
や
、
平
成
２
年
に

一
般
市
民
に
よ
り
結
成
さ
れ
、
今
や
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
と
な
っ
た
と
み
や

マ
ー
チ
ン
グ
エ
コ
ー
ズ
等
が
参
加
し
、
素
晴
ら
し

い
演
奏
・
演
技
が
行
わ
れ
ま
す
。「
町
」
の
誇
り
で

あ
る「
富
谷
の
マ
ー
チ
ン
グ
」を「
市
」に
な
っ
て
も

大
切
に
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
。

　

10
月
10
日
の
市
制
施
行
後
は
、
わ
た
し
が
掲
げ

る
「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
日
本
一
」
の
実
現
に
向

け
、
住
民
の
皆
さ
ん
も
含
め「
オ
ー
ル
と
み
や
」で

富
谷
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平成元年にスタートした“とみやマーチングフェスティバル”

●人　口　５万２４３９人
●世帯数　１万８６７１世帯
●面　積　49.18 k㎡

（平成28年８月末現在）

●主要産業・特産品
ブルーベリー、地酒

●観光名所・旧跡
大亀山森林公園、民俗ギャラリー、しんまち通り、
しんまち公園、ブルーベリーつみとり農園、大黒
澤苑

●行事・イベント
とみやブルーベリースイーツフェア（７月中旬）、
とみやマーチングフェスティバル（９月上旬）、ふ
るさとまつり（10月上旬）、とみや国際スイーツ
博覧会（平成 28 年 11月12日、13日）

新市プロフィール

富谷市

仙台市


